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救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
財
源
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
十
月
、
試
行
的
事
業
と
し
て
岡
山
県
倉
敷
市
の
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
他
一
ヵ
所
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
同
省
の
特

別
枠
で
あ
る
、
五
ヶ
年
計
画
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
ど
の
程

度
の
規
模
を
考
え
て
お
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
戦
略
の
進
捗
状
況
は
如
何
か
。

二

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
さ
れ
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
医
療
機
関
と
し
、
厚
生
労
働
省
が
指
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
実
行
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

三

六
年
が
経
過
し
た
今
日
、
こ
の
度
初
め
て
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
文
に
あ
る
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
と
は
、
第
二
条
に
あ
る
、
「
救
急
医
療
に

必
要
な
機
器
及
び
医
薬
品
を
搭
載
し
、
病
院
の
敷
地
内
若
し
く
は
当
該
病
院
の
医
師
が
直
ち
に
搭
乗
で
き
る
場
所
に
配
備
す

る
こ
と
」
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
救
助
や
消
火
な
ど
多
目
的
に
使
用
さ
れ
る
全
国
に
七
一
機
配
備
さ
れ
て
い
る
消
防
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
は
現
状
で
は
対
象
外
で
あ
り
、
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
の
み
を
指
す
こ
と
に
な
る
も
の
な
の
か
。

四

次
に
、
こ
の
法
文
の
附
則
に
、
「
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
診
療
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
在
り
方
等
を
勘
案
し
、
所

一



要
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
民
負
担
を
前
提
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
あ
る
場
合
、
国
民
に
選
択
の
余

地
は
あ
る
の
か
。

五

こ
の
特
別
措
置
法
の
施
行
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
お
尋
ね
し
た
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
か
ら
プ
リ
ベ
ン
タ

ル
・
デ
ス
（
防
ぎ
得
た
死
）
を
な
く
す
こ
と
と
医
療
格
差
等
の
是
正
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
、
現
在
ま

だ
十
道
県
一
一
ヵ
所
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
原
因
は
何
か
。

ま
た
、
こ
の
度
の
法
制
化
で
、
ど
の
よ
う
な
長
期
的
計
画
の
も
と
に
、
財
源
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

明
確
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

六

次
に
、
す
で
に
消
防
防
災
ヘ
リ
は
ほ
ぼ
全
国
に
七
一
機
が
配
備
さ
れ
、
年
々
出
動
件
数
が
増
加
し
、
平
成
十
七
年
の
統
計

に
よ
る
と
、
出
動
し
た
災
害
活
動
件
数
の
う
ち
、
救
急
事
案
が
、
二
千
四
百
九
十
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
消
防
防
災
ヘ
リ

は
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
他
に
も
火
災
で
千
百
六
十
一
件
、
救
助
で
千
四
百
八
十
件
、
そ
の
他
地
震
や
風
水
害

の
調
査
な
ど
で
も
出
動
し
て
お
り
、
合
計
五
千
三
百
五
十
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
山
岳
地
や
高
速
道
路
な
ど
に
お
け
る
多
重
事
故
な
ど
の
際
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
異
な
っ
て
、
救
助
隊
員
が

ヘ
リ
か
ら
降
下
し
、
負
傷
者
を
機
体
に
装
備
さ
れ
て
い
る
ホ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
機
内
に
収
容
し
、
直
ち
に
医
療
機
関
に
搬
送

二



す
る
、
と
い
う
こ
と
を
消
防
防
災
ヘ
リ
で
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
救
急
の
前
に
救
助
を
行
う
、
と
い
う
の
が
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
の
違
い
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
今
後
増
え
た
場
合
、
こ
の
消
防
防
災
ヘ
リ
と
の
役
割
分
担
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な

る
わ
け
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
と
総
務
省
消
防
庁
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

七

次
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
財
源
に
関
し
て
、
現
在
一
ヵ
所
当
た
り
に
国
と
県
と
の
半
分
ず
つ
の
負
担
で
約
一
億
七
千
万
円

の
事
業
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
補
助
事
業
だ
が
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
今
後
実
施
数
が
増
え
て
い
っ
た
場
合
に

こ
の
事
業
が
存
続
で
き
る
か
。
つ
ま
り
、
都
道
府
県
や
国
民
に
負
担
が
回
さ
れ
る
可
能
性
は
如
何
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
を
現
在
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
は
、
県
立
が
一
ヵ
所
、
独
立
行
政
法
人
が
一
ヵ
所
の
他
は
、
す
べ
て

私
立
の
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
約
一
億
七
千
万
円
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
た
め
に

使
わ
れ
、
か
つ
監
査
も
当
然
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
如
何
。

八

現
在
の
事
業
補
助
の
中
か
ら
医
療
機
関
に
も
、
二
千
八
百
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
目
的
は
何
か
。
現
在
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
一
一
ヵ
所
に
つ
い
て
は
、
搭
載
す
る
救
急
用
資
器
材
に
つ
い
て
の
負
担
が
、
医
療
機
関
で
あ
っ
た
り
、
ま
た

運
搬
す
る
ヘ
リ
事
業
会
社
で
あ
っ
た
り
と
、
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
見
解
は
如
何
。
ま
た
、
搭
載
す
る

資
器
材
の
保
守
・
管
理
ま
で
を
、
医
療
に
つ
い
て
は
素
人
で
あ
る
ヘ
リ
事
業
会
社
に
任
せ
て
い
る
と
の
話
し
だ
が
、
そ
の
責

三



任
体
制
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

九

ま
た
、
当
初
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
、
事
業
会
社
が
購
入
し
て
修
理
改
造
を
行
っ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
年
間
出
動
を
二
百

五
十
回
と
想
定
し
て
一
ヵ
所
あ
た
り
一
億
七
千
万
円
の
事
業
費
を
算
出
し
た
も
の
だ
が
、
六
年
後
の
現
在
で
は
平
均
し
て
四

百
八
十
回
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
六
百
五
十
回
弱
、
つ
ま
り
倍
の
出
動
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
全
て
を
輸
入
機
に
頼
っ
て
い
る

ヘ
リ
事
業
会
社
は
、
機
体
価
格
の
上
昇
と
、
燃
料
費
の
高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
人
命
を
救

う
」
と
い
う
崇
高
な
目
的
使
命
の
た
め
に
日
夜
努
力
さ
れ
て
お
り
、
ス
タ
ー
ト
当
時
と
比
較
す
る
と
、
あ
る
機
種
に
つ
い
て

は
機
体
価
格
が
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
為
替
で
極
端
な
円
安
と
い
う
問
題
も
重
な
り
、
保
険
料
、
利
息
、
税
金
の

大
幅
上
昇
と
い
う
形
で
跳
ね
返
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
そ
の
も
の
が
危
う
い
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
お

り
今
後
の
対
応
は
如
何
。

十

ヘ
リ
業
界
の
二
〇
〇
七
年
度
問
題
と
も
言
う
べ
き
、
ベ
テ
ラ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
整
備
士
等
の
大
量
退
職
、
ま
た
若
手
育
成

等
で
今
後
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
若
手
育
成
の
た
め
に
法
制
化
を
機
に
、
一
ヵ
所
あ
た
り
一
億
七
千
万
円
と
い
う
数
字

を
、
事
業
会
社
等
の
実
態
調
査
を
し
た
上
で
、
金
額
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
厚
生
労
働
省
の
見
解

は
如
何
。

四



ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
航
空
機
の
特
性
と
し
て
空
中
停
止
が
で
き
、
人
命
救
助
に
お
い
て
は
大
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
大
災
害

時
、
例
え
ば
新
潟
県
中
越
地
震
に
お
い
て
も
、
自
衛
隊
は
大
量
の
食
糧
、
飲
料
、
衣
料
を
滑
走
路
も
な
い
山
間
地
に
直
ち
に

空
輸
し
た
他
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
消
防
防
災
ヘ
リ
、
同
じ
く
広
域
応
援
に
か
け
つ
け
た
警
察
ヘ
リ
な
ど
が
、
多
く
の
孤
立

し
た
人
た
ち
を
救
助
し
、
負
傷
者
や
急
病
人
を
医
療
機
関
に
搬
送
し
た
り
と
、
そ
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。

過
去
に
お
い
て
も
、
日
本
の
経
済
発
展
の
た
め
に
、
ダ
ム
建
設
や
電
力
施
設
の
建
設
、
ま
た
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
後
の

緑
化
事
業
な
ど
で
、
ヘ
リ
事
業
会
社
は
日
本
社
会
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

国
が
自
ら
率
先
し
て
価
格
の
安
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
開
発
し
、
低
コ
ス
ト
化
が
実
現
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
安
全
運
航

を
保
障
す
る
機
器
の
開
発
、
ま
た
天
候
不
良
時
な
ど
安
全
運
航
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
れ
ば
、
同
様
に

低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
有
効
活
用
を
更
に
進
め
る
た
め
に
は
国
は
本
格
的
な
取
り

組
み
が
必
要
と
思
う
が
見
解
は
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


